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てたてている（2 単位、3 年次履修）。2017 年度から大日（本学日本語日本文学科の略称、
以下大日とする）3年生の同科目履修が開始したが、当時4年生は旧カリキュラム履修者で、
新旧カリキュラムが並行していた。その時期を経て 2018 年度は、全学年が新カリキュラム




















 見学先 時期 授業内容 インターン（人数ｘ組）
1 大阪 YMCA国際専門学校 5 月～7月 初級、中級 16 名（1～4 名ｘ6組） 
2 東京国際ビジネスカレッジ神戸校 6月 中級 1 名（1名ｘ１組） 
3 インターカルチャー国際語学学院 7月 初級 1 名（1名ｘ１組） 



















08：20    大阪 YMCA国際専門学校到着 
08：30    ①７階、日本語学校へ移動→ご担当の主任教員に挨拶 
       ②授業見学の流れについて説明を受ける（担当教師、クラス、教材、進度など）
08：50    ③職員朝礼で先生方に挨拶をかねて「自己紹介」する。 
08：55    ④各教室に分かれて参観→教室で学生に「自己紹介」→着席して見学 
→見学しながら「授業見学記録」をつける。 
09：00    ⑤1、2 限：初級 
11：00    ⑥3、4 限：中上級など 











は全員大日 3年生で、国内 9名、国外（韓国）9名の合計 18 名である。 
 
3-1 国内実習 
 国内 3 機関に 9名のべ 5回の実習を受け入れていただいた。実習先は(1)～(3)のとおり。 
（1）大阪YMCA国際専門学校（大阪市西区） 
・2018 年 8 月 8 日～10 日  3 名 
・2018 年 8 月 22 日～24 日  2 名 
・2018 年 8 月 27 日～29 日  2 名 
（2）インターカルチャー国際語学学院（神戸市長田区） 
・2018 年 8 月 8 日～10 日  1 名 
（3）東京国際ビジネスカレッジ神戸校（神戸市中央区） 
・2018 年 8 月 20 日～24 日 1 名 








実習先 ：ハンナム（韓南）大学校、日語日文学科 （韓国大田広域市） 
期間  ：2018 年 8 月 20 日～25 日  










5 月    参加者決定 ⇒派遣校との交渉（担当分けなど） 
      「日本語教育インターンシップ」履修登録 
6 月    実習生は、派遣先の指導者に自己紹介メールを出して挨拶すること 
7 月    教案作成：受け入れ校の指導者とのやりとり 
旅行社との手続（同意書、旅行保険など） 
「臨時学費（20,000 円）」納入、自己負担金は金額確定後に支払い 
8 月    事前準備（自主勉強会） 
 ②実習中 
8 月  
20 日（月） 関空集合⇒ソウルへ⇒バスで大田市へ⇒大学到着後、歓迎会 
大学キャンパス内宿舎泊 










23 日（木）  午前：国立ハンバット大学校訪問等、午後：自由行動 
24 日（金）  午前：演劇練習の補助、ハンナム大学校学生との交流 午後：自由行動 ※後述
25 日（土）  大田（リムジンバス）⇒仁川空港 ⇒関空着、解散 
 ③実習後 








・初級クラス ：1 年生 8名 
・中・上級クラス ：1 年生 5名、2年生 1名、3年生 2名（合計 8名） 






 教育実習期間中、実習生は一人あたり 4コマ（50 分ｘ4）の授業を行った（表 4）。 

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3-2-5 その他 
 実習終盤となる 2018 年 8 月 23 日より、大型台風が韓国を襲った。そのため、現地学生は
登学困難となり、受け入れ大学の判断で最終日のすべての活動は取りやめ、実習生は宿舎待
機となった（※②実習中）。判断が出されたのは 8 月 23 日夜、24 日が待機日、台風一過の















時期 学内活動・交流相手 学外活動・訪問先 
2018 年 5 月 -------- 外交官・公務員日本語研修「感謝祭」 
7 月 留学生ゲストスピーカー -------- 
7 月 日本語学校留学生 -------- 
7 月 本学短期留学生 -------- 
10 月 -------- 大阪市内日本語学校訪問 
2019 年 1 月 外交官・公務員日本語研修生 -------- 
 
4-1 外交官・公務員研修「感謝祭」参加 
 2018 年 5 月 18 日（金）、各国若手外交官・公務員の 8 か月間にわたる日本語研修修了時
に「感謝祭」が開催され、学生有志 3名（大日 2年生）が参加した（国際交流基金 関西国






実施日  ：2018 年 5 月 18 日（金）13：15～16：30 
訪問先  ：国際交流基金 関西国際センター、外交官・公務員日本語研修「感謝祭」 
参加学生 ：大日 2年生有志３名 
内容   ：①スピーチ発表会に参加、質疑応答、②各国紹介展示ブースの見学、茶話会等

4-2 留学生ゲストスピーカー 






実施日  ：2018 年 7 月 18 日（水）13：05～14：35 
来訪者  ：留学生 7名（中国、台湾、香港、韓国） 
参加学生 ：「日本語教育学入門」大日 1年生他 










実施日   ：2018 年 7 月 20 日（金） 9：45～11：50 （1 限および 2限目） 
交流相手 ：神戸国際語言学院（兵庫県西宮市）留学生 67 名 
      （ベトナム、中国、インドネシア、バングラデシュ、ミャンマー、ネパール） 
参加学生 ：「日本語教授法」大日 2年生他 









実施日  ：2018 年 7 月 3 日（火）14：50～16：20（4 限目） 
 交流相手 ：Study in Japan 2018 参加者 13 名（アメリカ、オーストラリア、台湾） 
参加学生 ：「演習Ⅰ」履修者 14 名 
交流内容 ：日本語での会話、show and tell など 
②野畑ゼミ 
実施日  ：2018 年 7 月 13 日（金）9：00～10：30（1 限目） 
 交流相手 ：Study in Japan 2018 参加者 13 名（アメリカ、オーストラリア、台湾） 
参加学生 ：「演習Ⅰ」履修者 15 名 
交流内容 ：ゼミ生による日本の生活文化紹介、日本語での会話、留学生による作文紹介 










実施日  ：2018 年 10 月 19 日（金）13：00～16：00 
交流相手 ：大阪YMCA国際専門学校の留学生 17 名  












実施日  ：2019 年 1 月 5 日（土）10：30～12：30（1～2 限目） 
交流相手 ：国際交流基金 外交官公務員研修参加者 22 か国 22 名 





「日本語教材研究Ⅰ」（野畑）、それぞれの履修者のうち 44 名 
交流内容 ：日本語での会話、文化紹介、コミュニケーションゲームなど

5.おわりに 
 教室を超えた学内外における様々な活動は、本学の日本語教育プログラムにとって、きわ
めて重要な意味を持つ。そのための調整に時間と労力を割かなければならないのは言うま
でもないが、それを支える発想力が今後も鍵となると考えている。学科学部学院の支援を得
て更新し続けたい。 
以上 
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